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東
管
協
組
重
点
課
題
に
意
欲
示
す

加
入
促
進
活
動
を
着
実
に
推
進

水
循
環
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

水
循
環
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

内
閣
官
房

政
策
本
部

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
事
例
紹
介

東
京
都
管
工
事
工
業
協
同
組
合
（
佐
藤
章
理
事
長
）
は
十
二
月
七
日
、
港
区
赤
坂
の
東
京
都
管
工
事
会
館
で
記

者
会
見
を
開
き
、
組
合
活
動
の
一
年
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
新
年
の
抱
負
を
明
ら
か
に
し
た
。
今
年
は
組
合
員

の
加
入
促
進
活
動
な
ど
に
着
実
に
取
り
組
み
、
第
五
十
回
と
い
う
記
念
の
節
目
に
ふ
さ
わ
し
く
管
工
機
材
・
設
備

総
合
展
を
前
回
を
上
回
る
規
模
で
成
功
さ
せ
た
。
新
年
は
四
月
で
平
成
が
終
わ
り
、
新
た
な
時
代
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
さ
ら
な
る
組
織
強
化
な
ど
を
重
点
課
題
に
一
致
結
束
し
て
邁
進
し
て
い
く
。

記
者
会
見
に
は
佐
藤
理
事

長
を
は
じ
め
、
小
堀
卓
三
副

理
事
長
（
技
術
担
当
）、宮
崎

文
雄
副
理
事
長
（
メ
ン
テ
担

当
）、石
井
正
治
副
理
事
長

（
事
業
担
当
）、宮
城
美
貴
男

専
務
理
事
が
出
席
。
宮
城
専

務
理
事
の
司
会
で
冒
頭
、
佐

藤
理
事
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
新
年
に
向
け
て
英
気
を

養
い
、
さ
ら
に
組
合
の
力
を

強
め
て
い
き
た
い
。
幸
多
く

実
り
豊
か
な
年
と
な
る
よ
う

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
頑
張

っ
て
い
く
」
と
力
強
く
述
べ

た
。
ま
た
第
五
十
回
設
備
総

合
展
実
行
委
員
長
の
石
井
副

理
事
長
が
「
出
展
者
、
小
間

数
、
参
観
者
と
も
に
前
回
を

上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。
関

係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に

改
め
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
る
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

今
年
の
活
動
を
振
り
返
る

と
、
組
合
員
の
加
入
促
進
で

は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

中
心
に
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
策
定
と
基
本
情
報
の

収
集
に
努
め
、
新
規
加
入
業

者
も
出
始
め
る
な
ど
着
実
に

成
果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
。
後

継
者
の
育
成
で
は
次
代
を
担

う
青
年
部
長
協
議
会
が
晴
れ

の
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
、

さ
ら
に
逞
し
く
成
長
し
て
い

く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
節

目
の
第
五
十
回
設
備
総
合
展

で
は
組
合
員
の
英
知
を
結
集

し
て
多
彩
な
記
念
行
事
を
企

画
し
、
当
初
の
予
想
を
上
回

る
活
況
を
呈
し
た
。
東
京
し

ご
と
財
団
か
ら
業
務
委
託
を

受
け
た
採
用
力
ス
パ
イ
ラ
ル

ア
ッ
プ
事
業
で
は
参
加
企
業

の
コ
ン
サ
ル
や
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
を
通
じ
て
働
き
方
改
革

や
女
性
の
活
躍
を
積
極
的
に

支
援
し
て
い
る
。

新
年
は
重
点
課
題
と
し
て

組
織
強
化
に
全
力
で
取
り
組

み
、
組
合
員
の
加
入
促
進
へ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
な
ど
を
行
う
。
ま
た
最

終
年
度
を
迎
え
る
東
京
水
道

あ
ん
し
ん
診
断
の
円
滑
な
推

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
新

た
な
共
同
受
注
事
業
を
模
索

し
て
い
く
。
五
年
ぶ
り
に
組

合
員
実
態
調
査
も
実
施
し
、

中
期
事
業
計
画
な
ど
の
基
礎

資
料
と
す
る
。

技
術
部
門
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
小
堀
副
理
事
長
は

「
来
年
三
月
の
技
能
グ
ラ
ン

プ
リ
に
は
女
性
を
含
め
青
年

部
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
す

る
。
技
術
・
技
能
の
向
上
へ

研
修
会
や
講
習
会
の
一
層
の

充
実
を
め
ざ
す
」
、
メ
ン
テ

部
門
に
つ
い
て
宮
崎
副
理
事

長
は
「
年
初
の
寒
波
に
よ
る

水
道
被
害
で
は
テ
レ
ビ
の
取

材
が
入
る
な
ど
当
組
合
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
が
注
目
さ

れ
た
。
体
制
を
強
化
し
、
い

か
な
る
事
態
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
万
全
を
期
す
」
と
強

い
意
欲
を
示
し
た
。

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本

部
は
十
二
月
十
日
、
東
京
・

八
重
洲
の
ト
ラ
ス
ト
シ
テ
ィ

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
丸
の
内
で

「
水
循
環
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２

０
１
８
」
を
開
催
し
た
「
全

国
に
拡
が
る
水
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
を
テ
ー
マ
に
自
治

体
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学

関
係
者
な
ど
が
多
彩
な
事
例

紹
介
を
繰
り
広
げ
た
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
健
全

な
水
循
環
へ
の
取
り
組
み
を

よ
り
広
が
り
の
あ
る
も
の
に

し
よ
う
と
企
画
。
活
発
な
情

報
交
換
を
通
じ
て
従
来
の
手

法
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な

ヒ
ン
ト
を
共
有
し
た
。

当
日
は
関
連
企
業
・
団
体

な
ど
約
百
二
十
名
が
参
加
、

冒
頭
、
水
循
環
政
策
本
部
の

佐
藤
克
英
事
務
局
長
が
あ
い

さ
つ
に
立
ち
「
関
係
省
庁
が

連
携
し
て
水
循
環
の
維
持
・

回
復
に
努
め
て
い
る
。
本
日

は
全
国
で
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
方
々
に
生
の
声
を
伝

え
て
い
た
だ
く
。
ぜ
ひ
新
た

な
視
点
を
得
る
き
っ
か
け
と

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼

び
か
け
た
。

事
例
紹
介
で
は
琉
球
大
学

研
究
推
進
機
構
研
究
企
画
室

が
「
水
の
環
で
つ
な
げ
る
南

の
島
の
く
ら
し
」、夏
井
川
流

域
の
会
・
福
島
県
水
環
境
活

動
団
体
交
流
会
が
「
子
供
た

ち
の
笑
顔
が
見
え
る
夏
井
川

を
め
ざ
し
て
」、特
定
非
営
利

活
動
法
人
く
す
の
木
自
然
館

が
「
水
と
生
き
物
と
人
間
の

繋
が
り
を
伝
え
る
活
動
」、富

士
フ
イ
ル
ム
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
㈱
が
「
水
リ
ス
ク
へ
の

取
り
組
み
」、㈱
Ｍ
ｉ
ｚ
ｋ
ａ

ｎ

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
ｎ
ｅ
ｒ
ｓ
が

「
水
の
文
化
を
通
し
て
伝
え

る
水
へ
の
感
謝
」、山
梨
県
森

林
環
境
部
が
「
天
に
選
ば
れ

し
、
名
水
の
地
、
山
梨
」、秦

野
市
環
境
保
全
課
が
「
秦
野

名
水
と
言
う
に
は
理
由
（
わ

け
）
が
あ
る
」、岡
崎
市
環
境

政
策
課
が
「
水
の
地
産
地
消

か
ら
始
ま
る
水
循
環
へ
の
取

り
組
み
」
と
題
し
て
個
性
的

な
活
動
報
告
を
行
っ
た
。

執行部役員が記者会見

佐藤理事長

自治体、企業、ＮＰＯなど参加

佐藤事務局長
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